シェイクスピア ノ ゲキ ニ オケル ジョドウシ Do ニツイテ ノ イチコウサツ 2 by 柳田 恭子
論文 　白鴎女子短大論集
1999，24（1），239－251
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柳　田恭子
はじめに
　この小論は「十二夜」の中に出てくる肯定平叙文に使用されている助動詞
do＋動詞についての研究である。拙論（1）に於いて述べた如く、助動詞do＋
動詞を一応、強調の為の使用と考え、それを①状況報告のDo（ReportedDo）、
②情景描写のDo（Descriptive　Do）、③．話題のDo（Topical　Do）、④修辞
のDo（RhetoricalDo）、⑤心理のDo（Psychological　Do）に分類して検
討した。前論（1）の④超自然のDoの代りに④修辞のDoを加えた。これは前
論（1）「Macbeth」と（2）「Twelfth　Night」の劇のプロットの性格上の相違に
よる。
　「十二夜」は主筋として美しいオリヴィア姫の愛を熱烈に求めるイリリア
の公爵のオーシーノウ、その公爵に仕え、恋の仲介役をさせられるが、秘か
に公爵を慕う男装のヴァイオラ（シザーリオと名乗る）、男装のヴァイオラ
に恋してしまうが、最後にはヴァイオラの双生児の兄のセバスチャンと結ば
れるオリヴィア姫、そしてオーシーノウ公爵も遂にはヴァイオラとハッピー・
エンドに至る概して上流階級に属する人達の“愛”をめぐる世界である。副
筋としてサー・トウビー（オリヴィア姫の叔父で食客）、マライア（オリヴィ
ア姫の侍女）、フェイビアン（オリヴィア家の使用人）、フェステ（道化師）
などが画策したマルヴォーリオ（オリヴィア家の執事で野心家）いじめがある。
①状況報告のDo
　オーシーノウ公爵の恋の使者としてオリヴィア姫のもとへ行ったヴァレン
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タインが姫に会えず帰って来た次第を報告する：Val．Sopleasemylord，I
might　not　be　admitted，But　from　her　handmaidゴo　rθ施肌this　answer：
（1．1．23－24）．②二場でヴァイオラを嵐の海から救助したもう一人の船長
がヴァイオラを慰めて、双生児の兄のセバスチャンの生きている可能性を述
べる：Cap。Assureyourself，afterourship読4＄ρ1あ，…Isawyour
brother，Mostprovidentinperil，bindhimself一（1。2．8－11）③そし
てこの船長はヴァイオラにイリリアのオーシーノウ公爵が美しいオリヴィア
姫の愛を強く求めている事を話すlCap．Thathe4Z4sε餉theloveoffair
olivia。（1．2．31）④三幕二場でオリヴィア家の執事マルヴォーリオは尊
大な態度をとっているとオリヴィア姫の叔父サー・トウビーや侍女のマライ
ア達の怒りをかい、からかいの標的にされる。そしてマライアはオリヴィア
姫の筆跡に似せた偽のラブレターをマルヴォーリオに拾わせ、オリヴィア姫
から彼宛のものだと思いこませる。企みにはまったマルヴォーリオは今、滑
稽な奇妙な態度をとっているとマライアは皆に告げる：Mar。He40θs　o6の
every　point　of　the　letter　that　I　dropped　to　betray　him．He　doθs　s而1θhis
face　into　more　lines　than＿．．．（皿。2．71－73）．⑤偽の手紙を信じきって、
マルヴォーリオはその手紙の中の指示通りの服装（オリヴィア姫の嫌悪する
スタイル）でオリヴィア姫に得意満面で語る：
Mal．　Sad，lady？I　could　be　sad．This40θsηLαんθsome
　　　　obstruction　in　the　bloo（1，this　cross－gartering，but・。・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皿．4．19－20）
　　　　It読400肌θto　his　hands，and　commands　shall　be
　　　　executed。I　think　we40んηoωthe　sweet　roman　hand．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皿．4．25－26）
⑥五幕一場でヴァイオラは船長のアントーニオを見て、公爵に彼が決闘の場
で自分を助けてくれた人だと告げる：Vio．Herecomestheman，sir，that
d♂4rθso粥me（V．1．44）．⑦すると警官は公爵にアントーニオを捕えた時
の状況を報告する：Fir．Off．Orsino，this　is　that　Antonio．．＿。And　this　is　he
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that読4the　Tiger60αr4When　your　young　nephew　Titus　losthisleg．（V．
1．54－57）＿．．．ln　private　brabble4掘we¢ρprθ舵雇him．（V．1．59）⑧ヴァ
イオラが双生児の兄のセバスチャンと再会し、今の姿は仮の男装である事を
知った公爵はヴァイオラの自分への愛を知り、女性の姿のヴァイオラを見た
いと云うとヴァイオラは男装の所似を述べる：Vio。The　captain　that　d‘d
わr加g　me　first　on　shore　Hath　my　maid’s　garments．（V．1．268－269）．
⑨オリヴィア姫はマルヴォーリオ宛のいたずらな手紙を書いて、ひどい目に
合わせたのは貴女ではないのですかとマルヴォーリオに問われて状況を説明
する：
Oli。Alas　Malvolio，this　is　not　my　writing，
　　　Though　I　confess　much　like　the　character，
　　　But　out　of　question’tis　Maria’s　hand．
　　　And　now　I　doわθ疏加んme，it　was　she
　　　First　told　me　thou　wast　mad；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V．1．336－340）
②1青景描写のDo
　オーシーノウ公爵は崇高な美しさを持ったオリヴィア姫に初めて出会った
時の忘れ難い印象を回想し、その時以来の彼の苦しい恋慕の情を吐露する：
Ors．　O，when　mine　eyes読4sθθOlivia　first
　　　Methought　she　purged　the　air　of　pestilence；
　　　Thεしt　insta．nt　was　I　tumed　into　a　ha．rt，
　　　And　my　desires，like　fell　and　cruel　hounds，
　　　E’er　since　pursue　me．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．1．18－22）
②公爵の恋の使者としてオリヴィア家に行った男装のヴァイオラは主人の恋
の相手のオリヴィア姫から恋されてしまった事に気付く：Vio．Shemade
good　view　of　me，indeed　so　much　That　straight　methought　her　eyes　had
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10sthertongue，Forshe薦s卿んinstarts，distractedly，（H．2．19－21）．
③四幕三場でヴァイオラの双生児の兄のセバスチャンは男装のヴァイオラと
見間違われた為に、オリヴィア姫から予期せぬ好意を受けた事が信じられな
い様子で独白する：
Seb。　This　is　the　air，that　is　the　glorious　sun，
　　This　pearl　she　gave　me，1（メo∫θθ1’6and　sεθ’診，
　　And　though’tis　wonder　that　enwraps　me　thus，
　　Yet，’tis　not　madness。　　　　　　　　　（IV．3．1－4）
　　　Yet406h　this　acci（1ent　an（1floo（l　of　fortune
　　　So　farθ劣oθθ（！all　instance，all　discourse，
　　　That　I　am　ready　to　distrust　mine　eyes．．．（IV．3．11－13）
④五幕一場のオリヴィア家の前の路上で、公爵はヴァイオラを決闘の場で救っ
てくれたという船長のアントーニオを見て、以前彼と戦った時の事を思い出
す：Ors．Thatfaceofhisl40rθmθ珊加rwel1，Yetwhenlsawitlastit
was　besmeared　As　black　as　Vulcan　in　the　smoke　of　war．（V．1．45．47）＿。．
　For　shallow　dra，ught　and　bulk　unprizable，with　which　such　scatheful
grapple読（！heηLα1aθ．，．．，．（V．1．49－50）．
③話題のDo
　「十二夜」の主題である“愛”に関する場面の中で使用されている助動詞
do＋動詞を取り上げたが、“愛”に関するものでも、他の項目で扱う方がよ
り適切と判断したものは一、二、その様にした。①短時日のうちに公爵から
すっかり気に入られたヴァイオラは公爵の恋の使者としてオリヴィア姫のも
とへ遣わされる：Vio．Say　I40＄ρθ醜with　her，my　lord，whatthen？（1．
4．23）②そしてオリヴィア姫に向って公爵の愛を受け入れないのはよくな
いと説得する：Vio．Most　certainif　you　are　sheyou40粥硯pyourself，for
what　is　yours　to　bestow　is　not　yours　to　reserve。（1．5．179－180）．③それ
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に対し公爵の愛を拒絶するオリヴィア姫：Oli．Your　lord　doθsんπoωmy
mind，Icannotlovehim（1．5．246）．④ヴァイオラは更に公爵の姫に対
する熱愛に言及して説得を続ける：Vio．If　I4Z4Joびθyou　in　my　master’s
flame，With　such　a　suff’ring，such　a　deadly　life，In　your　denial　I　would
find　no　sense，＿。．．（1．5．253－255）．⑤二幕三場のオリヴィア家の一室で
はオリヴィア姫に求愛している貴族のアンドルーやオリヴィア姫の叔父のサー・
トウビーから道化は恋の歌を請われて歌う：Fes．（sings）O　mistressmine，
where　are　you　ro＆ming？……Joumeys　end　in　lovers　meeting，Every　wise
man’s　son　do6hんηoω．（H．3．37－41－42）．⑥他方，公爵邸（四場）では恋の
物思いに耽けっている公爵は前夜に聞いた恋の歌について語る：Ors．
Methought　it読4rθZ蜘θmy　passion　much，More　than　light　airs　and
recollected　terms　Of　these　most　brisk　and　giddy－pacさd　times．（II．4．4－
6）．⑦そして公爵からその恋の歌の感想を聞かれたヴァイオラが巧みな批
評を述べると公爵は‘Thou40s6spθ醜masterly’（1．4．22）とほめ、⑧公
爵は男性一般の気紛れな恋心を語る：
Ors．　For　boy，however　we　do　prαεsθourselves，
　　　Our　fancies　are　more　giddy　and　unfirm，
　　　More　longing，wavering，sooner　lost　and　wom，
　　　Than　women’s　are．　　　　　　　　　　　（H．4．31－34）
⑨続けて公爵は女性を薔薇に喩えて表現する：
Ors．For　women　are　as　roses，whose　fair　flower
　　　Being　once　displayed．，do地∫αZZ　that　very　hour．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H．4．37－38）
⑩更に公爵は道化の恋の歌について解説する：Ors．The　spinsters　and　the
knitters　in　the　sun，And　the　free　maids　that　weave　their　thread　with
bones，Doαsθto　chant　it（1．4．43－45）．⑪公爵は再び道化に恋の歌を望
む：Fes．（sings）Fie　away，fie　away　breath，I　am　slain　by　a　fair　cruel
maid．…My　part　of　death　no　one　so　true1）♂4sんαrθit．（H．4．52．56）．
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⑫公爵はオリヴィア姫の愛の拒絶にもかかわらず、自分の愛は特別だとヴァ
イオラにいう：Ors。There　is　no　woman’s　sides　Can　bide　the　beating　of　so
strong　a、passion　As　love　do疏gεoθmy　heart；no　woman’s　heart　So　big，to
hold　so　much．（H．4．92－95）．⑬オリヴィア家の執事のマルヴォーリオは
オリヴィア姫に好意を抱く野心家であるが、オリヴィア姫も彼に好意を抱い
ていると云ったマライアの言葉を信じて喜ぶ：Mal。7Tisbutfortune，allis
fortune．Maria　once　told　me　she4認α∬θ06me，and　I　have　heard　herself
come　thus　near，that　should　she　fancy　it　should　be　one　of　my　complexion．
（H．5．21－24），⑭姫の偽の恋文を読むマルヴォーリオ：
Mal．61may　command　where　I　adore，
　　　But　silence　like　a　Lucrece　knife
　　　With　bloodless　stroke　my　heart406h　gorθ．
　　　M．O．A．1．40診hsωαツmy　life．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．5．100－103）
　　　‘M．O．A工do6h　sωαッmy　life．’　　　（H．5．106）
⑮偽の手紙を信じ込んで有頂天のマルヴォーリオは手紙の中で指示されてい
る装い（実際は姫が嫌悪する）をしようと心に決める：Mal．…She46d
60醜ηLθη4my　yellow　stockings　of　late，she読づ．ρrαεsθmy　leg　being
cross－gartered，and　in　this　she　manifests　herself　to　my　love，…（ll5．156－
159）．⑯三幕一場でオリヴィア姫は公爵の愛を伝えるヴァイオラに対し、公
爵ではなくヴァイオラに対する愛を述懐する：
Oli，　Give　me　leave，beseech　you．1漉d　sθη4，
　　　After　the　last　enchantment　you　did　here，
　　　Aringinchaseofyou．So（Z耐1α伽8θ
　　Myself，my　servant，and　I　fear　me　you．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皿．1．109－112）
⑰当惑するヴァイオラの返答：
Vio。　That　you　do地加んyou　are　not　what　you　are．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皿．1．137）
⑱オリヴィア姫に求愛している貴族のアンドルーはオリヴィア姫の態度に不
満を述べるとフェイビアンはかえってアンドルーをけしかける：
Fab．　She（1♂4sんoωfavour　to　the　youth　in　your　sight
　　　onlytoexasperateyou，toawakeyourdormouseva－
　　　lour，to　put　fire　in　your　heart　and　brimstone　in　your
　　　liver．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皿．2．16－19）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，andyouarenOW
　　　sailed　into　the　north　of　my　ladジs　opinion，where　you
　　　will　hang　like　an　icicle　on　a　Dutchman’s　beard　unless
　　　you　do　rθ4θθ肌it　by　some　laudable　attempt　either　of
　　　valour　or　policy．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皿．2．23－27）
④修辞のDo
　主に比喩的表現や酒落や機知に富んだ会話の中で使用されている助動詞
do＋動詞を扱う。①ヴァイオラが船長の人柄を聖書的な比喩でほめる：Vio．
There　is　a　fair　behaviour　in　thee，captain，And　though　that　nature　with　a
beauteous　wal1五）o抗oft　olosθin　pollution，yet　of　thee　I　will　believe　thou
hast　a　mind　that　suits　With　this　thy　fair　and　outwardcharacter．（1．2．
44－48）．②サー・トウビーはアンドルーの余技の踊りの巧みさを知っておだ
てる：Sir．Tob．1読4疏加んbytheexcellentconstitutionofthylegitwas
formed　under　the　star　of　a　galliard，（1．3．123－125）．③侍女のマライア
からオリヴィア姫に不在だったお詫びをする様に云われた道化フェステの独
り言：Fes．Wit，an’t　be　thy　wil1，put　me　into　good　fooling！Those　wits
thatthinktheyhavethee4・veryoftpr・びθf・・1s，……（1．5．29－3！）．
④フェステはオリヴィア姫に‘姫の兄君は亡くなっても天国に居られるのな
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ら、嘆くのはおかしい’と云うとオリヴィア姫はマルヴォーリオに感想を求
める：MaL　Infirmity，that　decays　the　wise，do地everηLα勉the　better
fooL（1．5．71）．⑤オリヴィア姫はヴァイオラの好ましい印象を独白する：
Oli・Thyt・ngue，thyface，thylimbs，acti・ns，andspiritD・9魏thee
five－fold　blazon．（1．5．282－283）．⑥二幕三場でマルヴォーリオが夜遅く
まで騒がしいとサー・トウビー達を叱責すると、サー・トウビーは立ち去ろ
うとするが、フェステは皮肉る：Fes．‘His　eyes40就oωhis　days　are
almost　done．’（H．3．97〉⑦オリヴィア家を訪れたヴァイオラは道化と機
知に富んだ会話を楽しむ：
Vio，　Dost　thou　live　by　thy・tabor？
Fes。　No　sir，11ive　by　the　church．
Vio．Art　thou　a　churchman？
Fes。　No　such　matter，sir．I　do　l♂∂θby　the　church　for　I401Zoθat　my
　　house，and　my　house　do診h　s6αn4by　the　church．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皿．1．2－6）
⑧更にヴァイオラは続ける：
Vio．I　warrant　thou　art　a　merry　fellow，and　car’st　for　nothing．
Fes・Notso，sir，ldooαrθforsomething；butinmycon－
　　science，sir，1（lo　not　care　for　you．If　that　be　to　care　for
　　nothing，sir，I　would　it　would　make　y’ou　invisible．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皿．1．25－28）
Vio．　I　saw　thee　late　at　the　Count　Orsino’s．
Fes．Foolery，sir，doθsωα1舶bouttheorblikethesun，it
　　shines　everywhere．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皿．1．36－38）
⑨サー・トウビーから来訪の目的を聞かれて答えるヴァイオラ：
Vio。I　am　bound　to　your　niece，sir：I　mean　she　is　the　list
　　ofmyvoyage．
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Sir．Tob．Taste　your　legs，sir，put　them　to　motion．
Vio．　My　legs40better肌dθrs6αη4me，sir，than　I　under－
　　　　stand　what　you　mean　by　bidding　me　taste　my　legs．
Sir．Tob．I　mean　to　go，sir，to　enter．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皿．1．75－80）
⑤心理のDo
　心理のDoはその内容から、怒り、決意、謝罪、歓喜に大別される。
a）怒りの例　①マルヴォーリオの夜遅く迄騒がしいと云う叱責に、身分を
わきまえない態度と立腹したサー・トウビーは怒って云う：Sir．Tob．We
d耐んθgρtime，sir，inourcatches．Sneckup！（H．3．88）．②三幕四場で
フェイビアンとサー・トウビーにつき上げられて、アンドルーは恋敵と思う
ヴァイオラヘ宛てて決闘状を書くが、それを読み上げるサー・トウビー：
‘Wonder　not，nor　admire　not　in　thy　mind　why　I400αZl　thee　so（scurvy
fellow），for　I　will　show　thee　no　reasonfor’t7．（皿．4．146－147）．③アントー
ニオはヴァイオラをセバスチャンと見間違えて、彼を助けようと決闘の場に
仲裁に入る。役人は彼に気付いて、アントーニオを捕えると彼は抗議する：
Ant．You　do煽s砿初me，sir．（皿．4．318）．④役人に捕えられたアントー
ニオはヴァイオラをセバスチャンだと、思っているので、ヴァイオラがアントー
ニオから預かったお金の事もアントーニオの事も知らないと云うと、憤慨し
て役人に怒りを述べる：Ant．This　youth　that　you　see　here　I　snatched　one
half　out　of　the　jaws　of　death，……And　to　his　image，which　methought読4
pro而sθMost　venerable　worth，did　I　devotion．（皿．4．350－354）．⑤五幕
一場でアントーニオは再び見間違ってヴァイオラヘの怒りの気持ちを公爵に
訴える：
Ant．　That　most　ingrateful　boy　there　by　your　side
　　　　From　the　rude　sea’s　enraged　and　foamy　mouth
　　　　五万41rθdθθ1η．A　wreck　past　hope　he　was．
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　　　　His　life　I　gave　him，and4認theretoα醐
　　　　My　love　without　retention　or　restraint，
　　　　All　his　in　dedicεしtion．For　his　sake
　　　　D耐1磯ρosθmyself，pure　for　his　love，
　　　　Into　the　danger　of　this　adverse　town，．．＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V．1．71－78）
⑥自分の小姓のシザーリオ（男装のヴァイオラ）がオリヴィア姫の愛を得た事
を知った公爵は比喩的表現を以てその怒りを表明する：
Ors．（To　Viola）　Come，boy，with　me，my　thoughts　are　ripe　in　mischief．
　　　　　　　　1’11sacrifice　the　lamb　that　Iゴo　Joびθ
　　　　　　　　To　spite　a　raven’s　heart　within　a　dove．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V．1．125－127）
　b）決意の例　①船長のアントーニオはセバスチャンに並々ならぬ好意を
持っているので、公爵の邸へ行くと云うセバスチャンに、自分の身の危険も
顧みずに、敢えて同行しようと決意する：Ant．I　have　many　enemies　in
Orsino’s　court，……But　come　what　may，I　doαゴorθthee　so　That　danger
shall　seem　sport，andIwillgo．（1．1．40…42．43）．②三幕三場でも船長
はセバスチャンヘ同じ思いを述べる：Ant．Icouldnotstaybehindyou．
My　desire，more　sharp　than　f艶d　steel，41dεp醐meforth，．．．（皿3．4－5）．
・セバスチャンは心配してアントーニオに‘町をあまり大っぴらに歩かない
様に’と云うとアントーニオは‘そうなのです’と答え、財布を彼に手渡す。
③三幕四場でサー・トウビーにけしかけられて決闘を挑むことになったアン
ドルーに、ヴァイオラも不本意ながら心を決めて剣を抜く：Vio．Ido
αssαrθyou’tis　against　my　will．（皿．4．300）．④五幕一場で主人の公爵か
らオリヴィア姫との愛を誤解されたヴァイオラは必死になって身の潔白を主
張する：
Vio．　　　　　　　　　　　　　　　After　him　I　love
　　　　More　than　I　love　these　eyes，more　than　my　life，
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　　　　More　by　all　mores　than　e7er　I　shall　love　wife．
　　　　If　I60！tθぢ9η，you　witnesses　above，
　　　　Punish　my　life　for　tainting　of　my　love．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V．1．130－134）
⑤オリヴィア姫は自分がセバスチャン（ヴァイオラと見間違う）と永遠の愛の
契りを結んだ事を証言して欲しいと神父に頼む：
Oli．　　　Father，I　charge　thee　by　thy　reverence
　　　　Here　to　unfold－though　lately　we　intended
　　　　To　keep　in　darkness　whεしt　occasion　now
　　　　Reveals　before’tis　ripe－what　thou40s診んηoω
　　　　Hath　newly　passed　between　this　youth　and　me．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V．1．147－151）
⑥神父の二人の結婚の事実の証言に改めて公爵は怒って、ヴァイオラに二度
と自分の前に姿を現わさない様に云うとヴァイオラは必死になって弁解する：
Vio．My　lord，I　doμ06θs6一（V．1．166）
　c）謝罪の例①セバスチャンはヴァイオラと見問違われて、アンドルー
やサー・トウビーと剣を交へ、オリヴィア家の人達に心ならずも傷を負わせ
た事を姫に謝罪する：
Seb．　　I　am　sorry，madam，I　have　hurt　your　kinsman，
　　　You　throw　a　strange　regard　upon　me，and　by　that
　　　Iゴo　Pθroθぢ∂θit　hath　offen（le（1you．
　　　　Pardon　me，sweet　one，even　for　the　vows
　　　　We　made　each　other　but　so　late　ago．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V．！．202…205－208）
　d）歓喜の例①ヴァイオラは船長のアントーニオから双生児の兄のセバ
スチャンと見間違われて、その不実さを罵られて当惑するが、その事により、
兄のセバスチャンの生存を知って喜ぶ：Vio．（aside）　Methinks　his
一249一
柳田恭子
words　do　from　such　passion　fly　That　he　believes　himself．（皿．4．364．365）．
②五幕一場でオリヴィア姫に謝罪するセバスチャンを見て、公爵は驚いて云
う一‘同じ顔、同じ声、同じ着物、しかも二人の人間！’。その場に居合わせ
たアントーニオやオリヴィア姫もセバスチャンとヴァイオラが瓜二つなので
驚く。セバスチャンは‘自分には妹が一人いたが……’と云いながら、ヴァ
イオラに身分を尋ねるとヴァイオラは名を明かし、‘あなたが生きている兄
さんですか’と問うと、セバスチャンは答える：
Seb。　　　　　　　　　　　　A　spirit　I　am　indeed，
　　　　But　am　in　that　dimension　grossly　clad
　　　　Which　from　the　womb　I読4pαr61伽α診θ．
　　　　Were　you　a　woman，as　the　rest　goes　even，
　　　　I　should　my　tears　let　fall　upon　your　cheek
　　　　And　say　‘Thrice　welcome，drownらd　Viola．，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V．1．230－235）
③ヴァイオラは喜びに高ぶる心を抑えて、セバスチャンに兄妹の名乗りを暫
し待って欲しいと云う：
Vio．　If　nothing　lets　to　make　us　happy　both
　　　　But　this　my　masculine　usurped　attire，
　　　　Do　not　embrace　me　till　each　circumstance
　　　　Of　place，time，fortune4000んαθandノωηψ
　　　　That　I　am　Viola，……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V．1．243－247）
まとめ
　1）助動詞do＋動詞の強調表現は77例あり、その中で便宜上分類した五
つの種類のDoの用法（状況報告、情景描写、話題、修辞、心理）に該当しな
いと考えられるのが3例あった。74例中比喩的表現が5例、言葉の洒落が
8例である。
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　2）前論（1）でも指摘したが、助動詞doと共起する動詞は単音節語か音節
の少ない動詞が大部分である。多音節語で助動詞doと一緒に使用されてい
るのはunderstand、remember、apprehend、participateでこれらは一般に
使用頻度の高い部類の動詞に属する。助動詞doと二回以上一緒に使用され
ている動詞を頻度数の高いものから列挙すると以下の通りである：do　know
（1）、does（1）、doth（1）、dost（1）；does　make（1）、doth（1）、did（1）；do　speak
（1）、dost（1）、did（1）；dogive（1）、doth（1）；dolove（1）、did（1）；dopraise
（1）、did（1）；did　redeem（2）；do　see（1）、did（1）；do　show（1）、did（1）；doth
sway（2）。
　3）「十二夜」の中で助動詞do＋動詞の形が全く使われていない箇所は四
幕一場（セバスチャンとオリヴィア姫との出会いの場を一部含む）と四幕二
場である。四幕二場は副筋のマルヴォーリオいじめの中の特にクライマック
スの部分で、マルヴォーリオが暗い部屋に入れられて道化師から、からかわ
れ、気狂い扱いをされる所である。劇の主筋と副筋のコントラストを鮮明に
し、劇の主要な大切な場面での助動詞do＋動詞の使用と考えられるが、更
に考察を続けたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Oct．1999）
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